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★カバーイラストは、『東京都北区赤羽』でおなじみの清野とおるが担当。

なにげなく通っていた町の中華食堂。  もしかして、最近数が
減っている？  昭和の古きよき食文化を記録するため、男たちが
立ち上がった！
彼らの使命は、高齢化の荒波にさらされて滅亡の危機にある個
人経営の大衆的中華料理店の研究・記録だ。 登場する店も超
個性的。 夫婦で出前をする店、チャンポンを食べたことがない
のに作る店、未亡人が経営する店……。 大量の中華料理の向こ
う側に見えてきたのは、戦後日本の食文化の歴史だった̶̶。

◎プロローグ／下関マグロ　◎われら町中華探検隊
◎飛び出せ！ 町中華探検隊　◎これが町中華だ　◎炎の町中華
◎鼎談 改めて、町中華ってなんだろう　◎エピローグ／北尾トロ

▼ 町中華探検隊（北尾トロ、下関マグロ、竜超）
超高齢化の荒波にさらされて滅亡の危機にある町中華（個
人経営の大衆的中華料理店）の研究・記録を行なうグループ。
本書刊行を機に全国津々浦々の同志が名乗りを上げてくれ
ることに期待している。最終目標は「１億総町中華探検隊」。

昭和の味を食   べに行 こう

『裁判長！ここは懲役４年でどうすか』の北尾トロ最新作は
町の中華食堂を探求する異色の食べ歩きエッセイ！
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